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1 研究目的

現代の OSでは拡張性と信頼性を両立させることが要求さ

れている．信頼性をノーマルレベルの計算に対して保証し，

拡張性をメタレベルの計算で実現することを目標に Gears

OS を設計中である．

つまり,CbCの interfaceを使うとモジュール化と OS内

部の明確化が stackなしで実現できる. 本研究ではこれらの

ことを用い,xv6の interfaceを CbCで書き換えることによ

りプロセスごとに kernelの中がどんな状態を保っているか

を明確にし,OSの信頼性を保証したい.

2 GearsOS

3 xv6

xv6とはMIT(マサチューセッツ工科大学)のオペレーティ

ングコースの教育目的で 2006年に開発されたオペレーティ

ングシステムである. xv6 はオリジナルである v6 が非常に

古いC言語で書かれている為, ANSI Cに書き換えられ x86

に再実装された. xv6 はシンプルであるが Unixの概念と構

造を持っている.

4 Continuation based C

xv6 kernel上で interfaceを実装する際,当研究室で開発

されたプログラミング言語 Continuation based C (CbC)を

用いる. CbC は基本的な処理単位を CodeGearとして定義

し，CodeGea間で遷移するようにプログラムを記述する C

言語と互換性のあるプログラミング言語である. CodeGear

は返り値を持たない為,関数内で処理が終了すると呼び出し

元の関数に戻ることがなく別の CodeGearへ遷移するまた

CbCにおける CodeGear間の継続にはスタックが使用でき

ず,呼び出し元の環境などを持たない為軽量継続と呼ぶ. 現

在 CbCは Cコンパイラである GCC及び LLVMをバック

エンドとした clang上で実装されている．

5 CbCのAgdaForm
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